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１． はじめに 

円山川では平成 16 年 10 月に既往最大の洪水が生起

し、越水、破堤により多くの箇所で浸水被害が発生し

たことから河川改修が進められている。その一環とし

て中郷遊水地計画が位置づけられ、洪水時の水位低減

効果が期待されている。一方で環境面に着目すると、

大正 9 年から実施された河道の直線化や圃場整備によ

る乾田化により湿地環境が減少していた中で、近年は

河川改修に併せた湿地再生の取組みが行われており、

平成 30 年 10 月には出石川に整備された加陽湿地など

がラムサール条約に登録された湿地に追加された。中

郷遊水地も自然再生計画に位置付けられ、治水対策と

併せて大規模な湿地環境を創出することとされている。 

そこで、中郷遊水地に創出する環境及び施設の配置

について、円山川水系自然再生推進委員会技術部会の

意見を踏まえ検討した。 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 中郷遊水地位置図 

 

２． 目標とする創出環境 

中郷遊水地に創出する大規模湿地は自然再生計画に

位置づけられ、「質の高い生物の生息･生育場」、「河川

～水路～遊水地の連続性」、「リフュージア(小動物避難

場所)」を再生・創出することが期待されている。また、

規模の大きな施設であるため、創出した環境の機能を

持続するには維持管理の負担が大きいことが想定される。 

そのため自然再生計画において謳われた環境機能を

備えるとともに、維持管理の負担軽減を考慮し、創出

環境及び施設の配置について検討した。 

 

◆下池の創出環境 

自然再生計画の目標である、円山川本川と遊水地が

連続する環境で、水生生物の生息、魚類の再生産・増

水時の待避所等の役割を持つ多様な水域環境の創出を

目標とした。生物の生息・再生産の面から、水域環境

に求められる水深は季節により異なる。維持管理の面

からも、ヨシやセイタカアワダチソウの繁茂抑制が可

能となる水深で生長が始まる季節に湛水することが望

ましい（図－２）。一方で、湛水を続けた場合、藻類が

繁殖し悪臭の発生や下流への影響も懸念される。その

ため、下流域に水位調節が可能となる施設（堰、樋門

等）を設け、①深い水域、②浅い水域、③細流環境を季

節ごとに調節することを検討している（図－３、４）。

遊水地における環境のための水位調節は、全国的に事

例の少ない取組みである。 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ 円山川に生息する生物の生態 
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①：深い水域を創出
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図－３ 目標とする創出環境
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図－４ 遊水地内の水位調節イメージ 

 

◆上池の創出環境 

上池の環境についても、下池と同様に水域環境の創

出を目標とする。上池は 3 つの支川が流入する場所に

位置している。そのうち上郷川の上流は護岸や河床の

コンクリート舗装はなく多様性に富んでおり、植生が

繁茂しているため、生物の隠れ家としての効果が期待

できる。また、縦断方向の連続性が確保されており、

魚類は上流域まで移動が可能である。上流域周辺は水

田として利用されているため、水田魚道を整備するこ

とで魚類の再生産の環境を創出することができる。そ

のため、本川～遊水地～上郷川～水田の連続性を確保

することで、良好な生態系ネットワークの形成を目指

す。遊水地内の創出環境の具体については今後検討す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 創出環境の形状と施設（下池） 

３－１ 遊水地切り下げ形状の設定 

遊水地内の水域環境は、治水機能を損なわないよう、

遊水地底面をさらに切り下げることで、洪水調節容量

より低い位置に創出する。底面には出水後の排水のた

め 1/1000 程度の勾配を持たせ、下流域で 1m 程度の水

深の深い水域を創出できるよう、本川からの取水高さ

も踏まえて切り下げ高を検討した。切り下げ範囲は、

湛水による植生繁茂抑制のため、本川取水により涵水

可能となる全ての範囲とし、維持管理負荷を軽減する。 

 

 

 

３－２ 本川との連続性確保 

魚類の再生産の場、増水時の待避所として、遊水地

内の創出環境を利用するため、本川と遊水地の連続性

が確保される必要があるが、排水樋門敷高と本川平水

位には 1m 程度の高低差がある。そのため、排水樋門の

敷高を下げる、もしくは敷高を低くした樋門を新たに

設置することを検討している。また、遊水地下流端に

湛水域よりも地盤高を下げた区域を設けることで、常

時本川との連続性を確保した一時水域を創出する（図

－６）。本川と連続した一時水域は魚類の生息、再生産

のため平水時に 50cm 程度の水深を確保し、広さは植生

管理や土砂撤去の維持管理を考慮して 50m×100m 程度

を想定している。また、今後本川と接続した試験地を

設け、水深、生物の生息状況について調査を行ったう

えで、敷高を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．おわりに 

本検討では、中郷遊水地の環境創出について検討を

行った。今後は、本川と連続した一時水域の試験地に

ついてモニタリングを行い、施設の詳細を検討すると

ともに、上池の環境創出の具体化検討が必要である。 

最後に、本稿の作成にあたり、ご指導頂いた国土交

通省豊岡河川国道事務所に、厚く御礼申し上げる。 
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図－５ 上郷川の状況 

図－６ 本川との連続性確保 


